チョウオンパバクロニヨルショクブツノビョウガイニタイスルテイコウセイユウドウニカンスルケンキュウ by 川上, 大地 & カワカミ, ダイチ
（様式 14） 
                              2019年 3月 11日 
 
学 位 論 文 の 内 容 の 要 約 
 
氏  名  川上 大地 
学位の種類 博士（農学） 
学府又は研究科・専攻 大学院連合農学研究科  生物生産科学専攻 
指導を受けた大学  東京農工大学 
学位論文題目 超音波暴露による植物の病害に対する抵抗性誘導に関する研究 
 
 
 
【論文の内容の要約】 
植物が特定の刺激を受容した際に，病害への抵抗性が誘導される場合があることが報告
されている．音波照射による植物の生理的変化に関する研究は複数存在するが，超音波照
射が植物に及ぼす影響についての報告は見当たらない．そこで，本研究では，超音波照射
による発病抑制効果を調査すると共に，新たな植物病害防除技術として社会実装すること
を目指した． 
育苗期のトマト cvs. 桃太郎，Moneymakerを，40.5 kHz，約 100 dB，パルス波の超音波
に 2週間暴露し，暴露終了後にトマト萎凋病菌を接種することで，超音波が病原菌に及ぼ
す直接的影響を排除し，植物に及ぼす影響のみを調査した．萎凋病の発病が抑制されたこ
とから，超音波への暴露が植物の病害抵抗性を誘導することが示唆された．また，超音波
暴露期間を 1週間に短縮した場合でも，トマト萎凋病の発病抑制効果が認められたが，2週
間暴露でより高い効果が認められたことから，暴露期間と発病抑制効果に相関があること
が示唆された． 
トマト萎凋病以外に，トマトうどんこ病，イネいもち病の発病が抑制された一方で，キ
ャベツ萎黄病およびレタスうどんこ病の発病は抑制されなかったことから，超音波による
発病抑制効果は，植物あるいは植物と病原菌の相互作用によって異なることを見出した． 
超音波に 2週間暴露したトマトから RNAを抽出し，Real Time RT-qPCRによって，SA誘
導性抵抗性関連遺伝子である PAL1，NIM1，PR1aと，JA誘導性抵抗性関連遺伝子である LoxD
の発現量を調査したところ，非暴露トマトと比較して，PR1aの発現量が有意に上昇し，LoxD
の発現量が有意に低下した．このことから，超音波暴露がトマトにおいて，SA誘導性抵抗
性経路の一部を活性化しているものと考えられた． 
超音波照射が抵抗性誘導による，新たな病害防除技術として，実際の場面で利用される
ことが期待される． 
